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監 査 報 告 

（添付書類51～52ページ） 



報 告 事 項 

1. 第44期（平成24年4月1日から平成25年3月
31日まで）事業報告の内容、連結計算書類の
内容ならびに会計監査人及び監査役会の連
結計算書類監査結果報告の件 

2. 第44期（平成24年4月1日から平成25年3月
31日まで）計算書類の内容報告の件 

（添付書類1～50ページ） 



企業集団の現況 

わが国の経済情勢 
 

 当連結会計年度の後半から 

             景気回復への期待感が高まる 

 

  ・新政権の経済金融政策への期待 

  ・円安・株高基調にシフト  

   ・個人消費にも回復の兆し      等 



情報サービス業界の動向 

情報サービス業界 
 

 業界全体では、新たな需要が期待されるものの 

            ソフトウェア開発全体は減少傾向      

   

 ・クラウドサービス、セキュリティ対策、ビッグデータ対応 

  への関心の高まり 

 ・一方で、企業の情報化投資に対する慎重な姿勢は 

  変わらず、受託開発を含めた開発は減少傾向 



企業集団の営業の経過および成果 

当社グループの活動 
 

 4事業を積極的に展開 

  ・金融システム事業 

 

  ・流通サービス 

           システム事業  
 

  ・BPO事業 

  ・HULFT事業  

クレジットカードをはじめとする金融
関連システムの開発・運用業務 

流通・小売業、サービス業関連
システムの開発・運用業務 

人事・給与業務の受託業務 

通信ミドルウェアのパッケージ開発・
販売・保守業務 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 



企業集団の営業の経過および成果 

当連結会計年度の業績 

 

 連結売上高   29,290百万円（前期比10.2%減） 

 連結営業利益    2,724百万円（前期比20.1%減） 

 連結経常利益    2,736百万円（前期比20.7%減） 

 連結当期純利益 1,674百万円（前期比  3.9%減） 



企業集団の営業の経過および成果 

事業別売上高 

A A-B A/B-1 B

実績 差異 増減率 構成比 実績 構成比

金融システム事業 15,204 ▲ 3,666 ▲19.4% 51.9% 18,870 57.9%

流通サービスシステム事業 4,972 ▲ 105 ▲2.1% 17.0% 5,076 15.6%

BPO事業 1,780 ▲ 80 ▲4.3% 6.1% 1,860 5.7%

HULFT事業 5,919 372 +6.7% 20.2% 5,547 17.0%

その他 2,865 8 +0.3% 9.8% 2,857 8.8%

調整額 ▲ 1,451 157 ▲9.8% -5.0% ▲ 1,608 -4.9%

　　　　合計 29,290 ▲ 3,314 ▲10.2% 100.0% 32,604 100.0%

（単位：百万円）

H25/03期 H24/03期



企業集団が対処すべき課題 

今後の情報サービス業界 
 

 業界全体は緩やかながら成長が期待されるが、 

   顧客要望を的確にとらえ、価値の高い 

      商品・サービスを提供することが必須となる 

 

  ・クラウドサービスやビッグデータ対応等への関心 
 

  ・受託開発等の情報化投資に対する 

             企業の慎重な姿勢に変化なし 



企業集団が対処すべき課題 

当社グループの取り組み 
 

 継続的な成長を実現するため、中期ビジョンとして 

「存在価値の高い企業へ」を掲げる 

 

 情報処理サービス、システム開発、パッケージ販売の 

 ３分野に加え、ストック型ビジネスを積極的に展開 

 

  



ストックビジネスの強化に注力し、事業を成長させる

営業力強化、商品・サービス拡充、人材育成と活用により
選ばれる価値の創出、継続的な顧客創造を実現する

営業力
の強化

商品・
サービス
の拡充

人材育成と
活用

ストックビジネスストックビジネス
システム構築

システム運用
（アウトソーシング）

パッケージ

ストックビジネスの強化に注力し、事業を成長させる

営業力強化、商品・サービス拡充、人材育成と活用により
選ばれる価値の創出、継続的な顧客創造を実現する

営業力
の強化

商品・
サービス
の拡充

人材育成と
活用

ストックビジネスストックビジネス
システム構築

システム運用
（アウトソーシング）

パッケージ

企業集団が対処すべき課題 



営業力の強化 

人材育成と活用 

商品・サービスの 

拡充 

❏既存顧客の深耕（クロスセル営業の推進など） 

❏新規顧客の開拓力強化 

❏ストック型商材の開発 

❏新商品の創出 

❏新市場の開拓（周辺分野への拡張、海外進出） 

❏既存サービスの品質向上／コスト改善 

❏資格取得率の向上 

❏教育・研修の充実によるスキル向上 

企業集団が対処すべき課題 



企業集団が対処すべき課題 
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連結貸借対照表（平成25年3月31日現在） 

A B A/B－1

当期 前期

H25/03期 H24/03期

流動資産 13,845 15,235 ▲9.1%

固定資産 11,221 11,271 ▲0.4%

総資産 25,066 26,506 ▲5.4%

流動負債 6,703 8,867 ▲24.4%

固定負債 2,202 2,677 ▲17.7%

純資産 16,160 14,961 +8.0%

連　結
(単位：百万円) 増減率

（添付書類24ページ） 



連結損益計算書（平成25年3月期） 

（添付書類25ページ） 

A B A/B－1

H25/03期 H24/03期

実績 実績

売上高 29,290 32,604 ▲10.2%

売上総利益 6,385 6,879 ▲7.2%

売上総利益率 21.8% 21.1% +0.7P 

営業利益 2,724 3,410 ▲20.1%

営業利益率 9.3% 10.5% ▲1.2P 

経常利益 2,736 3,450 ▲20.7%

当期純利益 1,674 1,743 ▲4.0%

連　結
(単位：百万円) 増減率



議決権数報告 



決 議 事 項 

剰余金の処分の件 

（招集ご通知5ページ） 

第1号議案 



取締役12名選任の件 

（招集ご通知6～10ページ） 

第2号議案 

決 議 事 項 



監査役1名選任の件 

（招集ご通知11ページ） 

第3号議案 

決 議 事 項 



質 疑 応 答 



当社の決算内容は下記のURLにてご覧いただけます。 

http://home.saison.co.jp/ir/library/index.html 


